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2011年東北地方太平洋沖地震の津波波源
Tsunami source of the 2011 off the Pacific coast of Tohoku, Japan earthquake
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津波波形インバージョンにより，2011年東北地方太平洋沖地震の津波波源を推定した．その結果，大きな津波波源は
海溝軸付近にあり，三陸沖と宮城沖の深いプレート間タイプの断層もすべったことが分かった．海底津波計と沖合のGPS
波浪計では，最初海面が徐々に 2 m程度上昇した後，さらに 3 - 5 mの大振幅の津波が記録されている．これら沖合の記
録計の他に検潮所と海象計を加えた合計 33ヶ所の観測記録から推定したすべり分布では，30 m以上の大きなすべりが海
溝軸付近に位置している．この浅い領域のすべりは，1896年の三陸津波地震と似ているが，よりすべり量が大きく，観
測津波波形に見られる大振幅のピークに寄与している．さらに，三陸沖と宮城沖の震央付近にある 10 m以上のプレート
間すべりは，すでに提案されている 869年の貞観地震の断層モデルに類似している．このすべりは，観測津波波形の最初
の緩やかな水位上昇に寄与しており，おそらく仙台・石巻平野の広範囲で津波が浸水した要因であると考えられる．そ
の他のプレート間すべりは福島沖で約 4 m，茨城沖で 2 m以下であった．推定された地震モーメントは，3.2× 1022 Nm
(Mw = 8.9)である．
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